
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泊町立和泊小学校 

学校だより６月号 

令和８年６月 19 日 

西郷先生の「和の心」を継承  和小 HP 

西郷隆盛の教えである和の心を受け継ぐ学校 
                             校長 宮元 秀樹 

 「西郷隆盛の教えである和の心を受け継ぐ学校」和泊小学校の学校経営グランドデザイ

ンには、この一文が記され、学校経営の柱として引き継がれてきました。 

 先日、和泊西郷南洲顕彰会の総会に出席させていただく機会がありました。その席で、 

来年が西郷隆盛（南洲翁）没後 150 年の節目の年であることを知りました。和泊小学校

も来年度、創立 150周年を迎えます。偶然と言えば偶然かもしれません。しかし、そこ

に何か不思議な縁を感じています。 

 和泊小学校の校訓は「和魂（わこん）」です。この言葉は、西郷南洲翁（西郷隆盛）が
大切にした「和の心」、すなわち、人を思いやり、互いを尊重し、心を一つにしてよりよ
い社会を築いていこうとする精神につながっています。また、第１回学校運営協議会で
は、委員の中から、「児童が校歌を覚えていない。地域の行事などで、大人も子供も一緒
に歌える歌は校歌ぐらいなので、校歌を覚えてほしい。」という意見がありました。さら

に、他の委員からは、「和泊小学校は、以前今の和泊町役場がある場所にあり、その場所
にあわせて校歌が作られた。現在の校舎に移転するとき、校歌を変えた方がよいのではと
いう意見があったが校歌はそのまま残したいという意見が多く、引き継がれている。」と
いう話を伺いました。「あらためて、子供たちに校歌を大切にしてほしい。」と感じた学校
運営協議会でした。 

 その校歌の一番には、西郷南洲翁（西郷隆盛）のことが歌われています。「黒潮洗う磯

の辺に 偉人のたれし道教え・・・」この偉人とは、まさに西郷南洲翁（西郷隆盛）で

す。そのことを含めて、子供たちに校歌の歌詞の意味を丁寧に教えることが大事だと思

い、６月の全校朝会で校歌の意味について話をしました。 

 これらのことがあって、校歌に 

ついて、自分自身もあらためて深 

く考える機会となりました。それ 

と同時に、来年度の 150 周年は、 

ただこれまでを振り返るだけの年 

ではなく、これまで和泊小学校に 

関わってきた方々の思いを、これ 

からの 100 年、150年へつなぐ 

節目の年であると気持ちを新たに 

することができました。 

 

第１回学校運営協議会 

６月４日(木)に第１回学校運営協議会が行われまし

た。学校及び保護者や地域の関係者で構成され、学校 

教育目標や育てたい児童像など十分に議論し、学校と 

家庭・地域の協働体制を構築していくための会です。 

会の中では、朝のあいさつや授業中の様子など、子 

供たちのよさをたくさん褒めていただきました。また、 

学校の課題について、それぞれの立場で協力できるこ 

とも提案していただきました。 

 ８日(月)には、まなびポケットで、「第１回 和泊小 

CS(コミュニティ・スクール)だより」を配信しました。 

まだ読まれていない方は、ご一読ください。 

 

【今年度のメンバー】 

ＰＴＡ会長                東  梢    様 

地域学校協働活動推進員   松瀬 珠美    様 

有識者代表              伊集院 周克 様 

有識者代表          森 富隆     様 

関係機関職員代表       山元 博文  様    

主任児童委員         大坪 あけみ 様    

区長代表(出花)              川畑 善美    様      

スポ少指導者代表(サッカー) 有川 伸也   様 

夢をもち，確かな学力を身に付け，心豊かにたくましく生きる 和泊小の子供を育てる 

 メンバーは、８人の方々に 

校長、教頭を加えた 10人で 

構成しています。 

選挙出前授業 

６月４日(木)の６校時に町選挙管理委員会の方々のご協力をいただき、６年生

を対象に行われました。選挙の仕組みや目的、投票の仕方など詳しく教えてくだ

さいました。模擬投票・開票を体験した子供 

たちからは、「18歳になったら選挙に参加し 

てみたい。」などの声が聞かれました。 

選挙への関心を高めるとともに、社会の課 

題を自分事として考える力や複数の情報から 

自身の選択を根拠を基に説明できる力など、 

これから育んでほしいです。 

 
上記左のロゴは、鹿児島市観光交流局の許可を得て、使用しています。 

第１回こども園・小学校連絡会 

５月 21日(木)に開催されました。２つの園から先生方が来校され、意見交換

や１年生の授業参観を行いました。来校された先生方は、成長した子供たちの様

子に驚かれている様子でした。意見交換では、給食のことや来年度を見越した園

での参観についても話題になるなど，たいへん有意義な時間となりました。 

 



 

                                                 

  

肝心[お茶] 

６月９日(火)の２校時に、 

1年生は初めての肝心[お茶] 

の学習がありました。最初は 

少し緊張した様子でしたが、 

先生方の話をよく聞いて、一 

つ一つの作法を丁寧に行って 

いました。 

 この学習を通して、あいさつや礼儀作法を身に付け、感謝の心・思いやりの 

心を育んでほしいと思います。 

        水泳参観週間６/29～７/３ 

３日(金) 修学旅行休養措置日 

※  修学旅行 ６/29～７/２ 

６日(月) 町特別支援教育交流学習会 

10日(金) 家庭教育学級・ＰＴＡ専門部会 

      学校保健委員会・学級ＰＴＡ 

租税教室 

６月５日(金)の３校時に町役場税務課から講師を招き、 

６年生を対象に行われました。税の仕組みや現状について 

詳しく教えてくださいました。外国の税金と日本の税金と 

を比較したクイズもあり、正解が発表されると、子供たち 

からは、驚きの声が上がっていました。 

 税はみんなの願いを実現するための「社会の仕組み」で 

あることを理解し、社会の一員として考えていく力を、こ 

れから育んでほしいです。 

  

13日(月) 県民の日 

かごしまジュニア検定[５・6年] 

17日(金) 方言の日  

終業式 

  22日(水) 教育相談 (～24日) 

    23日(木) 子供と一緒に読書の日 

８月 

12日(水) 学校閉庁日(～14日） 

21日(金)  出校日 

引渡し訓練 

６月 11日(木)は，引渡し訓練へのご協力ありがとうございました。保護者

の皆様のご理解・ご協力のおかげで、職員がそれぞれの動きを確認しながら，

計画どおりに実施することができ 

ました。 

実際に引渡しを行うことになっ 

たとしても、今回の成果と課題を 

生かし、安全面に細心の注意を払 

いながら、よりスムーズに行いた 

いと思います。 

ちょボラの日 

６月 12日(金)の朝活動の時間に 

全校児童・全職員で草取りを行い 

ました。「150アクション」など、 

みんなで学校美化にも意欲的に取 

り組んでいます。 

PTA綱引き大会 

６月 13日(土)の 14時から、PTA綱引き大会が体育館で行われました。どの学年も

気合十分で、体育館中に歓声が響き渡っていました。 

けがもなく、一本の綱を、声を掛け合い、心を一つに引き合うことで、保護同士の

親睦や保護者と教職員の交流が図られ、さらに学級の絆を深めることができ、充実し

た時間となりました。 

部長の菅村さんをはじめとするＰＴＡ総務部の皆様、参加された皆様、本当にお疲

れさまでした。ありがとうございました。 

【結果】優勝…６年 準優勝…2年 ３位…３年 最多参加率賞…１年 

 

 

 

 

 

 

 

 

「むんがたい」による読み聞かせ 

６月 15日(月)に上学年、18日(木)に下学年を対象に、朝活動 (読書タイム) の時

間帯に行われました。島ムニや言葉遊びを取り入れた本などの読み聞かせがありまし

た。ページをめくる瞬間や先生方の表情の変化にまで視線が集まるなど、子供たちは

すっかり本の世界に引き込まれている様子でした。 

25日(木)の昼 

休みには、「あし 

ばーや」の読み 

聞かせも予定さ 

れています。と 

ても楽しみです。 

  

  


